
平成２８年５月２７日

国土交通省鉄道局

第１３回「新幹線脱線対策協議会」の結果について

、 、 「 」 。先月発生した熊本地震を踏まえ 本日 第１３回 新幹線脱線対策協議会 を開催しました

今回の協議会では、熊本地震による九州新幹線の被害状況について確認するとともに、現在各

社が実施している対策の熊本地震における効果の検証、今後の対策を出来る限り早く進めてい

くための検討を行っていくことを確認しました。

１．日時 平成２８年５月２７日（金）１５：００ ～ １７：００

２．場所 中央合同庁舎４号館 １２１４特別会議室

３．出席者 別紙１のとおり

４．議事

(1) 熊本地震による九州新幹線の被害等について

(2) 今後の新幹線の地震対策の進め方について

５．議事概要

(1) ＪＲ九州より、九州新幹線の脱線事故や構造物の被害等について報告を受けた。

(2) 脱線・逸脱防止対策については、現在、各社が実施している対策の今回の熊本地震

における効果を検証していくことを確認した。

また、現在の整備計画を前倒しすることは、鉄道事業者にとって日常の保守との関

係で困難を伴うものの、今後の対策を出来る限り早く進めていくための検討を行って

いくことを確認した。

(3) 構造物については、致命的な損傷はなかったが、防音壁等に被害が生じていること

から、原因及び対策について検証を行っていくことを確認した。

(4) ＪＲ九州より、緊急に実施する追加対策として、今年度中に車両の逸脱防止ストッ

パについては残り６編成に設置、脱線防止ガードについては今回の熊本地震において

車両が脱線した周辺の約14kmに設置していくとの報告を受けた。

連絡先】【

国土交通省鉄道局技術企画課 浅見・水野（内線 40704）

TEL：03-5253-8111(代表 、 03-5253-8546(直通)）



別紙１ 

 

新幹線脱線対策協議会メンバー表 

 

西野 史尚  北海道旅客鉄道株式会社 取締役副社長 鉄道事業本部長 

（代理 田畑 正信 常務取締役 鉄道事業本部副本部長） 

福田 泰司  東日本旅客鉄道株式会社 常務取締役 

森  厚人  東海旅客鉄道株式会社 執行役員 安全対策部長 

吉江 則彦  西日本旅客鉄道株式会社 取締役兼常務執行役員 鉄道本部副本部長 

 

古賀 徹志  九州旅客鉄道株式会社 常務取締役鉄道事業本部長 

（代理 兵藤 公顕 鉄道事業本部新幹線部長） 

松橋 貞雄  独立行政法人 鉄道建設・運輸施設整備支援機構 理事 

渡辺 郁夫  公益財団法人  鉄道総合技術研究所 理事 

潮崎 俊也  国土交通省 大臣官房技術審議官（鉄道局担当） 

 

                      【事務局：鉄道局技術企画課】 

 


